











































Fig.3. The observed probability with which respondents 
said that honorifics should be used towards the oldest or 
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査」のみのようである（Schaie, 1996; Schaie and Hofer, 2001）．
• シアトル調査は知能の生涯変化を探る大規模な縦断研究で，老年心理学
の分野で世界的に有名．
☆結果は左の図
（縦軸は「身内敬語を使うべきだ」の選択確率，横軸は話者の生まれた西暦年）
• 以下，図の縦軸は確率論にしたがって確率で表示するが，一般になじみがある百分率（%）で表示
することもある．百分率は確率を100倍したものになっている．
• モデル式（ロジスティック回帰式）から得た予測値を○印で，実測値は●印で
示した．以下，予測値と実測値のずれを「誤差」と呼ぶ．
• 2008年に実施した第3回調査の誤差は，10歳代（1991年前後生まれ）で3%，20歳代
（1981年前後生まれ）で0%，30歳代（1971年前後生まれ）で0%，40歳代（1961年前後
生まれ）で9%，50歳以上（1951年前後生まれ）で8%であった．
☆結論と今後の課題
• モデル式（ロジスティック回帰式）による予測は，3回の調査全体で実測値と
よく適合し，解析結果は良好．
• ただし，2008年調査の40歳代と50歳以上における誤差が大きくなった理由については，
今のところ十分な説明ができない．この点は今後の研究に期待したい．
